
警 告
●使用前に必ず取扱説明書を読む。
●エンジン発電機や直流電源では絶対に使用しない。
●延長コードやドラムコードなどを使用する場合は、必ず「太さ1.25㎜2以上、長さ
30m以内のもの」を全て引き出し、のばした状態で使用する。一般釘打機・エア工
具用エアホースは、必ずプラグ内径φ5mm以上のものを使用する。

●本機の設置場所は硬く水平な所とする。不安定な場所では絶対に使用しない。
●揮発性可燃物（ガソリン、シンナー等）のある場所では絶対に作動させない。
●感電事故防止の為、アース端子を必ず接地（アース）する。
●雨の中、水のかかる場所では絶対に使用しない。
●高温や直射日光が当たる場所で絶対に使用しない。
●電源は、必ずAC100Vで電流容量15A以上のブレーカーを使用する。
●異常を感じたら絶対に使用しない。
●本機にエアホースを接続する前に必ずエアホースとホース金具が完全に固定されて
いることを確認する。

●移動時・作業終了時は必ず電源スイッチを切り、ドレンコックを徐々にゆるめ、エ
アタンク内のドレンと圧縮空気を排出する。

●改造・塗装及び衝撃を絶対に加えない。
●電源プラグをコンセントから抜いた状態で電源スイッチを入れない。

●この取扱説明書は常時内容が確認できるよう保管してください。
●本機の仕様は機能向上のため、予告なしに変更することがあります。

取扱説明書
※AK-HL7700EKのカギの
取り扱いについては、
別紙カギ取扱説明書を
お読みください。



このたびはマックスエアコンプレッサをお買い上げいただきまして誠にありがと
うございます。本機の取扱いにあたって、この取扱説明書を最後までよくお読み
ください。使用上の注意事項、使用方法、能力などについて十分ご理解の上、安
全に適切にご使用くださるようお願いいたします。

■表示について

●エアコンプレッサが到着しましたら次の確認を行ってください。

●ご注文の商品かどうか。

●輸送による破損や部品の紛失がないかどうか。

※上記の点で不都合がありましたら、お買求めの販売店へご相談ください。

この表示は、取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う警告
可能性が想定される場合を表しています。

この表示は取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想定さ
れる場合および物的損害のみの発生が想定される場合を表しています。

注意 また、取扱いを誤った場合には、エアコンプレッサ本来の性能を発揮
しないばかりでなく本機の損傷につながる事が想定される場合を表し
ています。

■絵表示について

この記号は「気を付けるべきこと」を意味しています。この記号の中や近く
の表示は具体的な注意内容です。

この記号は「してはいけないこと」を意味しています。この記号の中や近く
の表示は具体的な禁止内容です。

この記号は「しなければいけないこと」を意味しています。この記号の中や
近くの表示は具体的な指示内容です。

現品の確認
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各部の名称

q電源スイッチ

e兼用減圧弁取出圧力計

tドレンコック

グリップ

アースクリップ

i電源プラグ

u警告表示

r兼用減圧弁
調整ハンドル
（オレンジキャップ）

wエアチャック
スーパーネイラ、

（一般釘打機・エア工具）兼用エア取出口

y専用補助タンク接続口

oショルダーベルト
（オプション）

通風孔

!0ショルダー
ベルトフック
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q電源スイッチ 電源の入・切（ON・OFF）をします。

w兼用エアチャック スーパーネイラ専用エアホース、一般釘打機・エア工具用エ

スーパーネイラ、 アホースを接続することができます。（18～19P参照）（ 一般釘打機・エア工具用）エア取り出し口

※接続するエアホースにより、圧力帯を自動切替し、スーパーネイラと一般釘打機・エ

ア工具を利用できます。

e兼用減圧弁取出圧力計 スーパーネイラ専用エアホース接続時：2.35MPa以下、一

般釘打機・エア工具用エアホース接続時：0.83MPa以下の

設定圧力値を表示します。（18～19P参照）

r兼用減圧弁調整ハンドル スーパーネイラ専用エアホース接続時、スーパーネイラ（使

（オレンジキャップ） 用空気圧力2.35MPa以下）の使用圧力に調整します。一般

釘打機・エア工具用エアホース接続時、一般釘打機・エア工

具（使用空気圧力0.83MPa以下）の使用圧力に調整します。

（18P参照）

tドレンコック 一日一回以上作業終了後に圧縮空気とドレン（水など）を抜

きます。（29P参照）

y専用補助タンク接続口 専用補助タンクを増設する時に使用します。スーパーエア専

用のエアチャック（専用補助タンクに付属）と専用エアホー

ス（別売）が必要です。（26P参照）

u警告表示 使用上の警告事項を記載してあります。使用時は必ず読んで

ください。

i電源プラグ 二芯コンセントとアース付二芯コンセントで使用できます。

（15～16P参照）

oショルダーベルト 別売品でショルダーベルトを用意してあります。

（オプション） （14P参照）

!0ショルダーベルトフック 別売品ショルダーベルトを取り付けます。

主要部品機能説明

注 意
●兼用エアチャックに接続するエアホースは、マックスエアホース、スーパーエ

ア・ホースをご使用ください。他のエアホースを使用すると接続できないことが

あります。
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警 告
q作業環境に応じた防具等を着用する。

作業環境に応じて、保護メガネ・防音保護具・保安

帽・安全靴等の防具を着用してください。

w使用前に必ず点検する。

電源プラグを、コンセントに接続する前に次の点検

を必ず行ってください。

1.ボルト・ナットやネジの締め付けが緩んでいたり、

抜けていないか。

2.各部部品が外れていたり傷んでいないか。

3.電源プラグ・コードに異常がないか。

不完全なまま使うと事故や破損の原因となります。

異常のある場合は、お買い求めの販売店又は、マッ

クスサービス㈱へ点検に出してください。

本機は、釘打機などのエア工具のエア源となるエアコンプレッサです。指定以外の用途、

使用方法は重大な事故につながる恐れがあります。この取扱説明書の記載事項を厳守し

てください。作業関係者以外、特に子供は作業場所に近づけないでください。また本機

に触らせないでください。

※文中の各部品設置箇所は1ページ「各部の名称」にて確認してください。

作業前

q

w-1, 2

安全作業のために
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警 告
e電源およびブレーカーは、必ずAC100Vで電流容量

15A以上のものを使用する。

必ずAC100Vで電流容量15A以上のブレーカーを使

用してください。指定電圧以外の使用や、電流容量

15A未満の使用は故障の原因だけでなく、発火・発

熱の危険性がありますので絶対に使用しないでくだ

さい。

r延長コードやドラムコードなどを使用する場合は、

必ず「太さ1.25㎜2以上、長さ30m以内のもの」を全

て引き出し、のばした状態で使用する。

必ず「太さ1.25㎜2以上、長さ30m以内のもの」を全

て引き出し、のばした状態で使用してください。太

さ1.25㎜2未満のものの使用及びコードを巻いたまま

の使用は、故障の原因だけでなく、発火、発熱の危

険性がありますので絶対に使用しないでください。

t本機の電源に昇圧器などのトランス類は絶対に使用

しない。

故障の原因や焼損の原因になりますので絶対に使用

しないでください。（昇圧器を使用すると機械が作

動しません）

yエンジン発電機や直流電源では絶対に使用しない。

故障の原因や焼損の原因になりますので絶対に使用

しないでください。

e

r

t

y

1.25mm2 
30m

AC100V 
15A以上 

安全作業のために
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警 告
u本機の設置場所に関しての注意

1.硬く水平な場所に必ず設置する。

移動や落下の危険性のある不安定な場所には絶対

に設置しないでください。

2.揮発性可燃物（ガソリン・シンナー等）のある場

所には絶対に設置しない。

3.高温や直射日光が当たる場所は避け、風通しのよ

い日陰などに設置する。

高温や直射日光が当たる場所で使用すると本機の

耐久性能が悪くなるばかりでなく、機械本体の温

度が高くなって危険です。必ず風通しのよい日陰

などで使用してください。

4.ゴミ（木クズなど）・ホコリの多い場所には設置

しない。

5.雨の中や水のかかる場所・湿気の多い場所には絶

対に設置しない。

水に濡れたまま使用すると、感電したり短絡（シ

ョート）して焼損・発火による火災の恐れがあり

ますので、絶対に使用しないでください。

6.適正な設置方向に必ず設置する。

1ページ「各部の名称」イラストを参考に適正な

設置をしてください。

u-1

u-2

u-3

u-4

u-5

安全作業のために
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警 告
i運搬に関しての注意

1.運搬時には必ず電源スイッチを切って（OFF）に

して）、電源プラグをコンセントから抜く。

2.運搬前に必ずグリップ、カバーなどが変形や破損

していないか、ボルト・ナットやネジの締め付け

が緩んでいたり、抜けていたりしないか点検・確

認する。

※異常のある場合は、お買い求めの販売店又はマッ

クスサービス㈱に点検・修理に出してください。

3.運搬は丁寧に行う。

o濡れた手で絶対に触れない。

濡れた手で電源プラグ等を持つと感電する恐れがあ

りますので、絶対に触れないでください。

!0感電事故防止の為、アース端子を必ず接地（アース）

する。

アース線をガス管等に取付けることは危険ですの

で、絶対に接続しないでください。

※アースの埋め込みやアース線を接続するような工事

は電気工事士の資格が必要です。最寄りの電気工事

店にご相談してください。また接地と共に漏電しゃ

断器の設置された電源に接続されることをおすすめ

します。

!1電源コードは大切に扱う。

電源コードを引っ張って本機を移動させたり、電源

コードを引っ張ってコンセントから電源プラグを引

き抜いたりすると、電源コードを傷め、断線・短絡

（ショート）の原因になります。また、電源コード

が刃物類や高熱のもの、油、グリースなどに触れな

いように注意してください。電源コードが損傷した

場合は修理に出してください。

i-1

i-2

o

!0

!1

安全作業のために
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警 告
!2本機の通風孔や回転部（ファン部）などに異物を入

れない。

感電や故障、事故の原因となります。

!3正しい服装で作業する。

回転部（ファン部）などに巻きこまれないよう、袖

口の開いたものや手袋・ネクタイ・ネックレスなど

は着用しないでください。

!4本機にエアホースを接続する前に必ずエアホースと

ホース金具が完全に固定されていることを確認する。

!5本機が正常に作動するか使用前に必ず点検・確認す

る。 正常に作動しない場合は、使用しない。

15ページの「運転前の点検・確認」に沿って点検

してください。

※下記の場合は、故障していますから本機を絶対に使

用しないでください。

1.運転開始後、2～3分以上待ってもモータが自動

停止しない。

※補助タンク接続時、電圧降下時（20ページ参照）

は運転時間が長くなるのでこの場合は除きます。

2.本機内部で異音・エア漏れ音がする。

3.エアホースを接続せずに、兼用減圧弁調整ハンド

ルを操作しても圧力計の表示圧力が変化（上昇・

下降）しない。（0.83MPa以下の場合）

異常のある場合は、お買い求めの販売店又はマッ

クスサービス㈱に点検・修理に出してください。

!2

!3

!4

!5

安全作業のために
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警 告
!6大切に扱う。

落としたり、ぶつけたりすると故障の原因となりま

す。落としたり、ぶつけたりした場合は、外観上異

常がなくても、お買い求めの販売店又は、マックス

サービス㈱へ点検・修理に出してください。

!7本機を長時間連続して運転する用途には使用しない。

釘打機などのエア工具のエア源以外の用途や、長時

間連続運転となる用途に使用する場合は、あらかじ

め必要性能などを取扱い販売店や弊社担当者に確認

してください。

!8専用補助タンク接続口から、直接釘打機・エア工具

を接続することは絶対にしない。

釘打機・エア工具の使用圧力範囲を超えたエアが機

械に充填され、破損事故を招く恐れがあります。

!9エアセット等の重量物を、エアコンプレッサのエア

チャックに直接取付けない。

取付けたエアセット等の重量物と本機の振動によっ

て配管部の破損を招くおそれがあります。

!6

!8

!9

安全作業のために
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警 告
q揮発性可燃物のある場所では絶対に使用しない。

ガソリン、シンナー、ガス、塗料、接着剤などのそ

ばでは、引火または爆発の恐れがあるので絶対に使

用しないでください。

w火気や燃えやすいもののそばでは絶対に使用しない。

e不安定な場所では絶対に使用しない。

移動や落下の危険性のある場所では絶対に使用しな

いでください。

r高温や直射日光が当たる場所は避け、必ず風通しの

よい日陰などで使用する。

高温や直射日光が当たる場所で使用すると、本機の

耐久性能が悪くなるばかりでなく機械本体の温度が

高くなって危険です。必ず風通しのよい日陰などで

使用してください。

tゴミ（木クズなど）・ホコリの多い場所には設置し

ない。

y適正な設置方向に必ず設置する。

1ページ「各部の名称」イラストを参考に適正な設

置をしてください。

u雨の中や水のかかる場所、湿気の多い場所には絶対

に設置しない。

水に濡れたまま使用すると、感電したり短絡（ショ

ート）して焼損・発火による火災の恐れがあります

ので、絶対に使用しないでください。

作業中

qw

e

r

t

u

安全作業のために
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警 告
i通風孔をふさいだり、箱の中や狭い場所（車内など）

では絶対に使用しない。

異常発熱をまねき、故障・事故の原因となる事があ

ります。

o上面部に座ったり、物をのせることは絶対にしない。

本機の故障や破損を招くおそれがありますので、上

面部に座ったり、物をのせないでください。

!0本機の通風孔や回転部（ファン部）などには絶対に

異物や手を近づけない。

回転部にはさまれたり、巻き込まれたりしてケガを

することがありますので絶対にしないでください。

!1運転時、運転直後の兼用エアチャック、カバー取付

ネジ等、金属部は絶対に素手でさわらない。

空気の圧縮熱で高温になる場合がありますので、火

傷をする恐れがあります。移動などは、熱が下がっ

てから行なってください。

!2異常を感じたら絶対に使用しない。

機械の調子が悪い時、異常に気づいた時は直ちに電

源スイッチを切って（OFFにして）、電源プラグを

コンセントから抜き、使用をやめ、点検・修理に出

してください。

i

o

!0

!1

!2

安全作業のために
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安全作業のために

警 告
q作業終了時には必ず電源スイッチを切って（OFFに

して）、電源プラグをコンセントから抜く。

w電源プラグをコンセントから抜いた状態で電源スイ

ッチを入れない。

電源プラグをコンセントから抜いた直後、電源スイ

ッチを入れると動きだす可能性があります。

e作業終了時には、エアタンク内のドレンとエアを排

出する。

r本機を大切に手入れする。

より安全に性能を発揮させるため、損傷のない最良

の状態に保ってください。グリップ部は乾燥させ、

清潔にし、油やグリースが付かないようにしてくだ

さい。

t本機を分解しない。

万一故障した時は、点検・修理に出してください。

y本機に改造・塗装や衝撃を加えることは、絶対に行

わない。

本機を改造したり、衝撃を加えると本来の性能が発

揮できないばかりでなく安全性が損なわれますので、

絶対に行わないでください。

作業後

q

w

e

r

t

y
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安全装置について

本機には安全を確保するため次のような安全装置がついています。

●保護装置（モータ焼損防止装置）

不適切な電源や配線方法で本機を使用し、モータ内に異常電流が流れた場合や圧縮機

本体に異常がある場合に、モータの運転を停止させ、モータ焼損を防止する装置です。

（21ページ参照）

●エアタンク部用リリーフバルブ

本機は圧力スイッチにより、エアタンク内圧が約2.94MPa（約30kgf/㎝2）に達する

と自動的にモータの運転を停止します。万一圧力スイッチの故障によってエアタンク

内圧が異常高圧になった場合、リリーフバルブより音を発し、エアタンク内圧を減圧

します。その場合は、ただちに本機の使用を中止し、お買い求めの販売店又は、マッ

クスサービス㈱に点検・修理に出してください。

※本機のリリーフバルブは、本体（カバー内）に設けられています。

リリーフバルブの設定圧力の調整はできません。
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仕様

項　　　　目 商　　品　　仕　　様

商　　　　品　　　　名 マックススーパーエア・コンプレッサ

商 品 記 号 AK-HL7700E, AK-HL7700EK

寸　　　　　　　　　法 高さ 356 × 幅 315 × 長さ 434 mm

質　　　　　　　　　量 15kg

圧　力　制　御　範　囲
OFF圧 約2.94MPa（約30kgf/㎝2）
ON圧約2.55MPa（約26kgf/㎝2）

モ　　　　ー　　　　タ インバータ制御型 850W

使 用 電 源 AC100V

負 荷 電 流 11.2A

回 転 速 度 最大3000min－1

（0.7MPa運転時） 80R/min

吐出量 （1.5MPa運転時） ※75R/min

（2.3MPa運転時） ※65R/min

気筒径（㎜）×行程（㎜）×気筒数 1段側 47×22×1 2段側 47×10×1

エ ア タ ン ク 容 量 3R

減圧弁の圧力調整範囲
減圧弁（H）0.1～2.35MPa（1～24kgf/㎝2）
減圧弁（L）0.1～0.83MPa（1～8.5kgf/㎝2）

リリーフバルブの設定圧力 約3.33MPa（34kgf/㎝2）（エアタンク部）

スーパーネイラ、一般釘打機･エア工具用エアチャック

空 気 取 出 口 ワンタッチ式

専用補助タンク用取出口付（専用ネジ）

※電源状態によって異なります。
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【ショルダーベルトについて】
本機は持ち運びに便利なショルダーベルト

をオプションとして用意しています。

お買い求めの販売店又はマックスサービス

㈱に問い合わせてください。

ショルダー
ベルト



〈図-1-A〉

〈図-2-A〉
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使用方法

q電源プラグのアースピンを左に回してロ

ックを解除します。 〈図-1-A〉

wアースピンを指で押し、引込む事を確認

します。 〈図-2-A〉

e電源は、本機の電源スイッチを切った

（OFFにした）状態でアース端子を接地

（アース）してから電源プラグをコンセ

ントに差込みます。

※延長コードやドラムコードなどを使用す

る場合は有効断面積が1.25㎜2以上、長

さ30m以内の電線としてください。

※3ページからの「安全作業のために」の通り正しく使用してください。

※文中の圧力数値については、圧力計の読み取り誤差を含んでいません。

アースピンが
引込む

警 告
●使用前にボルト・ナットやネジの緩み、各部部品の欠損がないか点検する。

●電源は、必ずAC100Vで電流容量15A以上のブレーカーを使用する。

●延長コードやドラムコードなどを使用する場合は、必ず「太さ1.25㎜2以上、長

さ30m以内のもの」を全て引き出し、のばした状態で使用する。

●適正な設置方向で必ず使用する。

運転前の点検・確認

二芯コンセントの場合

アースピン
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rドレンコックを全開に緩めておいて、電

源スイッチを入れます（ONにします）。

※タンク内にエアが装填されていなくても

ドレン（水）が流出する事があります。

tモータが回転し、ドレンパイプから空気

が出ていることを確認してください。

yドレンコックを締めて、ドレンパイプか

らエアもれが無いことを確認してくださ

い。 〈図-3〉

u兼用減圧弁調整ハンドルを右回転させ、

圧力計の指針が動く（上昇する）ことを

確認してください。エアホースを接続し

ていない場合は0.83MPaまで指針が上

昇します。 〈図-4〉

〈図-2-B〉

q電源プラグのアースピンを右に回してロ

ックします。 〈図-1-B〉

wアースピンを指で押し、動かない事を確

認します。 〈図-2-B〉

e電源は、本機の電源スイッチを切った

（OFFにした）状態で電源プラグをコン

セントに差込みます。

※延長コードやドラムコードなどを使用す

る場合は有効断面積が1.25㎜2以上、長

さ30m以内の電線としてください。

アース付二芯コンセントの場合

〈図-1-B〉

アースピンが
動かない

〈図-4〉

アースピン

〈図-3〉

ドレンコック

電源スイッチ
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i2～3分程度で自動的に圧縮運転が停止

することを確認してください。（補助タン

ク接続時、電圧降下時〈21ページ参照〉

は運転時間が長くなる関係でこの場合は

除きます。） 〈図-5〉

o運転停止後、5分程度待って、異音・エ

アもれや再起動運転しないことを確認し

てください。

!0ドレンコックを少し緩め圧縮空気を排出

します。圧力が降下すると、運転が再開

することを確認してください。 〈図-6〉

!1ドレンコックを締めて圧縮運転中に電源

を切り（OFFにして）運転が停止すること

を確認してください。

!2兼用減圧弁調整ハンドルを左回転させ、

圧力計の指針が下がることを確認してく

ださい。（エアもれ音が発生することが

ありますが故障ではありません。）

〈図-7〉

〈図-5〉

停止

運転再開

〈図-7〉

兼用減圧弁調整ハンドル

〈図-8〉
ドレンコック

!3ドレンコックを緩め、エアタンク内の圧

縮空気とドレンを全て排出してください。

〈図-8〉

運転前の点検・確認で異常のある場合は、

お買い求めの販売店又は、マックスサービ

ス㈱へ点検・修理に出してください。

〈図-6〉
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使用する場合は必ず15ページ「運転前の

点検・確認」を行なってください。

qエア取出口（兼用エアチャック）にスー

パーネイラ専用エアホース、または一般

釘打機・エア工具用エアホースを接続し

てください。 〈図-9〉

※エアチャックはワンタッチ式になってお

りますので、接続の際は、エアプラグを

押し込むだけで接続ができます。

wドレンコックを締め電源スイッチを入れ

ます。（ONにします。） 〈図-10〉

e圧力が上昇して運転が停止しましたら、

兼用減圧弁調整ハンドルを回して釘打

機・エア工具の適正な使用圧力に調整を

行ないます。圧力の調整方法は、兼用減

圧弁調整ハンドルを左に回し、適正な圧

力より0.2MPa（2kgf/㎝2）以下に一旦

減圧を行ないます。次に兼用減圧弁調整

ハンドルを右に回し、圧力を上げながら

調整を行なってください。 〈図-11〉

使用手順

〈図-9〉

兼用エアチャック エアホース

警 告
●一般釘打機・エア工具用エアホース

は、必ずプラグ内径φ5mm以上の

ものを使用する。

ドレンコック

電源スイッチ

〈図-10〉

注 意
●兼用エアチャックに接続するエアホ

ースは、マックスエアホース、スー

パーエア・ホースをご使用くださ

い。他のエアホースを使用すると接

続できないことがあります。

〈図-11〉



※不適正な圧力（必要以上に高い圧力）で釘打機・エア工具を使用するとエア消費量が

増加し、釘打機・エア工具の連続作業性能が著しく低下することがあります。必ず適

正圧力に調整して使用してください。

警 告
●釘打機・エア工具の使用空気圧を必ず守る。

減圧弁によって供給圧力を調整しないで釘打機・エア工具を使用すると、性能が

著しく低下したり、寿命を早めたり損傷によって危険を生じる恐れがあります。

※本機は兼用エアチャックにより

●スーパーネイラ専用エアホースを接続時は、スーパーネイラ使用空気圧力2.35MPa

以下

●一般釘打機・エア工具用エアホースを接続時は、使用空気圧力0.83MPa以下

の圧力帯を自動切替する機構を搭載しております。

－ 19 －

r供給圧力の調整が終わりましたら、エア

ホースに釘打機・エア工具を接続して作

業を開始できます。 〈図-12〉

警 告
●本機にエアホースを接続する前に必ずエアホースとホース金具が完全に固定され

ていることを確認する。

〈図-12〉

エアホース

エア工具

※圧力を調整する際は、必ず適正圧力より低い圧力から圧力を上げて調整してください。

適正な圧力より高い圧力から減圧を行ない調整すると、圧力ゲージと実際の使用圧力

に誤差が生じます。（減圧弁の特性）
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運転出力自動調整について（インバータ制御について）

本機は、吐出性能を最大限に引き出すため、マイコンによるインバータ制御を行なって

ています。本機のタンク内が最高圧力の2.94MPaに達するまでの間、運転出力を自動

的に調整します。この際、運転出力を切り替えるため運転音が変化しますが故障ではあ

りません。

※出力の切り替えが働く圧力は元電源の容量、延長コードの使用、他の電気器具の使用

等によって変化します。電圧が高すぎたり、低すぎたりした場合は充填時間が長くな

ります。

※充填時間が長い、または圧力が上昇しない場合は、電源との接続を見直す（元電源に

接続する）か、電動工具との併用をさけてください。
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保護装置について

運転時に電圧降下が大きかったり、機械内部に異常があったりすると、モータ焼損防止

用のサーマルプロテクタが作動してモータが停止することがあります。この場合は、

q電源スイッチを切って（OFFにして）、

電源プラグをコンセントから抜いてくだ

さい。 〈図-13〉

wAC100Vで電流容量15A以上のブレー

カーを使用しているか、延長コードが長

すぎたり、細すぎないか、又同一電源で

他の電動工具等を使用していないかを調

べ、その状態であれば延長コードの使用

をやめたり、電動工具等の使用をやめ

ます。

〈図-13〉

電源スイッチ

警 告
●延長コードやドラムコードなどを使用する場合は、必ず「太さ1.25㎜2以上、長

さ30m以内のもの」を全て引き出し、のばした状態で使用する。

※延長コード使用による電圧降下のトラブルを、未然に防止する為に、なるべく延長コ

ードの接続は避けて、直接、元電源に本機を接続してください。

30mの延長コードを接続し、本機を運転する際の電圧降下予測値（コード断面積別参考値）

元電源 太さ1.25mm2の 太さ2.0mm2の 太さ3.5mm2の
コード接続後 コード接続後 コード接続後

1馬力～1.5馬力クラス 100V 約90V 約94V 約97V
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※元電源で100V未満の時や、同時に他の電動工具を使用した時は、電圧降下がより一

層激しくなります。

※同一電源で他の電動工具を使用し、総消費電流値が電源ブレーカの電流容量を超える

と電源ブレーカが作動することがあります。

この場合は、同一電源で他の電動工具との併用はさけてください。

e電源プラグをコンセントに差込み電源ス

イッチを入れて（ONにして）運転を再

開してください。 〈図-14〉

※モータが充分に冷えていないと、再運転

してもすぐに保護装置が再作動する場合

があります。また、電源スイッチを入れ

ても運転しない場合があります。その場

合は、30分程度の自然冷却を行ってか

ら使用してください。

r電源・配線に問題が無いのに保護装置が作動する場合は、機械の故障が考えられま

す。お買い求めの販売店又はマックスサービス㈱に点検・修理に出してください。

〈図-14〉

電源スイッチ

警 告
●本機の電源に昇圧器などのトランス類は絶対に使用

しない。

故障の原因や焼損の原因になりますので絶対にしな

いでください。（昇圧器を使用すると機械が作動し

ません）

●エンジン発電機や直流電源では絶対に使用しない。

故障の原因や焼損の原因になりますので絶対にしな

いでください。



運転中の異常

q電源、配線に問題が無いのに、（21ページ～22ページ「保護装置について」の項参照）
●電源スイッチを入れても作動しない。
●モータがうなる。
等の現象が出る。

w運転中に異常な音がする。（20ページ「運転出力自動切替機構について」の項参照）
e圧力スイッチが作動せず安全弁が作動し、圧縮空気が吹き出す。
r空気が漏れている。
t圧力が上昇しない。（20ページ参照）
y金属部に触れるとビリビリする。
u上記以外でも使用中に異常を感じる。

警 告
●異常を感じたら絶対に使用しない。

次のような異常を感じた時は、直ちに電源スイッチを切って（OFFにして）電源

プラグをコンセントから抜き、使用を中止し、お買い求めの販売店又は最寄りの

マックスサービス㈱まで、点検・修理に出してください。
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q本機を寒冷地で使用する場合

凍結による作動不良を防止するため

○イ本機をあらかじめ暖めてから運転して

ください。

○ロ電源プラグを直接、元電源に接続し暖

気運転（ドレンコックを開放したまま

しばらく運転させる）の後、使用して

ください。延長コードやドラムコード

などを使用する場合は、必ず「太さ

1.25㎜2以上、長さ30m以内のもの」を

全て引き出し、のばして使用してくださ

い。 〈図-15〉

〈図-15〉

w補助タンクを使用する場合

誤接続による、事故や性能低下を防止するため

○イ使用する補助タンクの取扱説明書を必ず読んでください。

○ロ本機の専用補助タンク接続口には必ず指定の専用エアチャックを使用してください。

専用エアチャックの取付けは、お買い求めの販売店又はマックスサービス㈱に依頼

してください。

○ハ本機と専用補助タンクをつなぐ専用エアホース継手の脱着は、両機のエアタンク内

に圧縮空気が充填されていないことを確認して行ってください。（27P参照）

eラジオへの影響について

ラジオの近くで使用すると、ラジオに雑音が入ることがあります。その場合は、1m

以上離して、御使用ください。

その他の留意点
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補助タンクの接続方法

補助タンク商品名 使用エアホース 接続場所 接続方法

警 告
●専用補助タンク使用時は、必ず専用補助タンクの取扱説明書を読む。

●補助タンクに使用するエアホース・接続場所・接続方法は、下記の表を参照して

必ず取扱説明書通りの接続を行う。

専用補助タンク
AK-TH12R

専用エアホース
KHシリーズ（別売）

専用補助タンク接続口
兼用エアチャック

P27【本機の専用補助タンク
接続口を使用する場合】参照
P28【本機の兼用エアチャッ
クを使用する場合】参照

付
属

専用エア
チャック

付
属

別
売

別
売

付
属

専用補助タンク
AK-TH12

専用エアホース
KH5×1m（標準装備）

専用補助タンク接続口 P27【本機の専用補助タンク
接続口を使用する場合】参照

専用補助タンク
AK-TH5R

専用エアホース
KHシリーズ（別売）

専用補助タンク接続口
兼用エアチャック

P27【本機の専用補助タンク
接続口を使用する場合】参照
P28【本機の兼用エアチャッ
クを使用する場合】参照

専用補助タンク
AK-TL5R

専用エアホース
KHシリーズ（別売）

専用補助タンク接続口
兼用エアチャック

P27【本機の専用補助タンク
接続口を使用する場合】参照
P28【本機の兼用エアチャッ
クを使用する場合】参照

専用補助タンク
AK-TH5

専用エアホース
KHシリーズ（別売）

専用補助タンク接続口 P27【本機の専用補助タンク
接続口を使用する場合】参照

一般の補助タンク
（充填最高圧約0.97MPa

（9.9kgf/cm2）未満）

一般釘打機・
エア工具用エアホース

兼用エアチャック P28【本機の兼用エアチャッ
クを使用する場合】参照

使用方法 使用ツール 接続方法 推奨エアタンク

AK-TH12
AK-TH5

増設タンクとして
使用する

中間タンクとして
使用する

専用補助タンク接続口

スーパーネイラ

一般釘打機・エア工具

AK-TH12R
AK-TH5R

専用補助タンク接続口

兼用エアチャック

AK-TL5R

AK-T30R
（レギュレータ付の一般補助タンク）

専用補助タンク接続口

兼用エアチャック

エアタンク適合表
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〈スーパーネイラを使用する場合〉

q本機の専用補助タンク接続口と専用補助タンクのエア取入口を専用エアホースで接続

します。（マックス専用エアホース以外は使用できません。）

w専用補助タンクの減圧弁で調整を行い、専用エアチャックに専用エアホースを接続し、

スーパーネイラを使用してください。

〈一般釘打機・エア工具を使用する場合〉

q本機の専用補助タンク接続口と専用補助タンクのエア取入口を専用エアホースで接続

します。（マックス専用エアホース以外は使用できません。）

w専用補助タンクの減圧弁で調整を行い、エア取出口に一般エア工具用エアホースを接

続し、一般釘打機・エア工具を使用してください。

補助タンクとエアコンプレッサの接続使用例

専用エアホース

専用エアチャック
減圧弁

エア取入口 専用エアホース

専用補助タンク接続口一般釘打機

スーパーネイラ

〔一般の補助タンク（AK-T30R）〕

エア取入口エア取出口

兼用エアチャック
（一般釘打機用）

〔専用補助タンク（AK-TH5R）〕

一般エア工具用エアホース

一般エア工具用エアホース



〈図-16〉

〈図-17〉

【本機の専用補助タンク接続口を使用する場合】

qお買い求めの販売店又はマックスサービ

ス㈱に依頼し、専用補助タンク接続口に

専用エアチャックを取り付けてくださ

い。 〈図-16〉
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w専用補助タンク内へエア供給するための

専用エアホースのエアプラグを取り付け

た専用エアチャックに接続します。

〈図-17〉

eエアタンク内に圧縮空気を充填し、専用

補助タンクの減圧弁にて、エア工具の適

正な使用圧力に調整します。

専用エアホース

専用エアチャック



〈図-19〉
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【本機の兼用エアチャックを使用し、専用補助タンクを使用する場合】

q専用補助タンク内へエア供給するための

専用エアホースのエアプラグを、本機の

兼用エアチャックに接続します。

〈図-18〉

w本機の兼用減圧弁調整ハンドルを右へい

っぱいに回してください。 〈図-19〉

※専用補助タンク内には減圧弁より取り出

せる最高圧力を充填します。

eエアタンク内に圧縮空気を充填し、専用

補助タンクの減圧弁にて、エア工具の適

正な使用圧力に調整します。 兼用減圧弁調整ハンドル

【本機の兼用エアチャックを使用し、一般の補助タンク〈充填最高圧0.97MPa（9.9㎏f/cm2

未満）〉を使用する場合】

※エア取出口（減圧弁付）のある補助タンクが接続できます。

q補助タンク内へエア供給するための一般釘打機・エア工具用エアホース（別売）のエ

アプラグを、本機の兼用エアチャックに接続します。
w本機の兼用減圧弁調整ハンドルを右へいっぱいに回してください。
→補助タンク内には兼用エアチャックで取り出せる最高圧力（0.83MPa）を充填し
ます。

eエアタンク内に圧縮空気を充填し、補助タンクの減圧弁にて、釘打機・エア工具の適
正な使用圧力に調整します。

〈図-18〉

兼用エアチャック エアホース
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q本機のドレン抜き（水抜き）をする。

作業終了時は、ドレンコックを徐々に開

放し、エアタンク内の圧縮空気とドレン

（水）を圧力計の針が0を指すまで全部

抜いてください。 〈図-20〉

※ドレン抜き（水抜き）を行わないとエア

タンク内に錆が発生し、故障の原因とな

ります。

w定期的に点検する。

本機の性能を維持する為に清掃、点検を

定期的に行なってください。点検はお買

い求めの販売店又はマックスサービス㈱

にお申しつけください。

※エアコンプレッサの清掃には別売りのエ

アダスタが便利です。エアダスタは、お

近くのマックス製品取り扱い店でお買い

求めください。

e本機を大切に扱う。

落としたり、ぶつけたり、叩いたりしま

すと変形・亀裂や破損を生じる場合があ

ります。危険ですから絶対に落としたり、

ぶつけたり、叩いたりしないでください。

〈図-21〉

r使用毎に必ず点検する。

3ページからの「安全作業のために」の

内容に沿って点検・確認を行なってくだ

さい。

〈図-20〉

〈図-21〉

性能を維持するために
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【保証について】
●本機には保証書（梱包箱に添付）がついています。

●所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保管してください。

●本機の基本保証期間はお買い上げ日より1年間です。

「お客様登録カード」にて登録手続きしていただいたお客様に限り、保証期間が2年

間となります。

【アフターサービスについて】
●本機の調子が悪いときは、使用を中止して、お買い求めの販売店又はマックスサービ

ス㈱にご相談ください。

●保証期間中の修理は保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは

保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理は、修理によって機能が維持できる場合に、ご要望により有償

修理させていただきます。

【補修用性能部品の最低保有期間】
●本機の補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後6年です。

●補修用性能部品とは、本機の性能を維持するために必要な部品です。

保証、アフターサービス、補修用性能部品について



修理時の注意事項（販売店の方へ）
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警 告
●電源プラグをコンセントから抜いた状態で電源スイ

ッチを入れない。

機械内部のコンデンサに充電されているため、電源

プラグをコンセントから抜いた直後、電源スイッチ

を入れると動きだす可能性があります。また、これ

によりケガをしたり感電する危険性もあります。

必ずコンセントを抜いた状態で30秒以上経過して

から修理を行ってください。
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カギ 取扱説明書

〈図-1〉

※イラストはAK-HL1050EKです。

このたびはマックスエアコンプレッサをお買い上げいただきまして誠にありがとうござ
います。箱に添付されている「お客様登録カード」に記入し、登録手続をお願いします。

カギを紛失された場合、以下の様な修理、対応を行います。重　要
登録していただいたお客様 カギのみを販売いたします。

未登録のお客様 カギ・本体のセットでの有償交換となります。

使用方法

【作業開始時】
q本機のカギLOCK・電源スイッチOFFの状
態で電源プラグをコンセントに差し込み
ます。

wカギを差し込み、UNLOCKに右回転しま
す。 〈図-1〉

e電源スイッチをONに切り替えます。
r運転を開始します。

【作業終了時】
q本機の電源スイッチをOFFに切り替えます。
w運転が停止します。
eカギをLOCKに左回転します。
r電源プラグをコンセントから引き抜きます。

アフターサービスについて
●本機の調子が悪いときは、使用を中止して、お買い求めの販売店又はマックスサービ
ス㈱にご相談ください。

※ご購入時、カギはAK-HL1050EKの場合本機の電源プラグホルダ部に取り付けてあり
ます。AK-HL7700EKの場合本機のショルダーベルトフックに取り付けてあります。
ヒモをカットしてご使用ください。

※カギはLOCK、UNLOCKのどちらの位置でも抜くことができますので、紛失にご注意
ください。

※この取扱説明書は常時内容が確認できるよう保管してください。
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